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 本研究は，高炉セメント(BFC)を使用した供用中の実港湾コンクリート構造物を対象に塩

化物イオンの浸透性状を調査し，①実海洋環境にある供用中の高炉セメントコンクリート

構造物から、塩化物イオンの浸透性状を調査し、海水面からの高さや構造物内の位置によ

って表面塩化物イオン量、拡散係数を整理すること，②①の結果を普通ポルトランドセメ

ントを用いた実港湾コンクリート構造物のデータと比較検討すること，を目的とした． 

  

供試体は，君津市内にある、供用中の以下の 2つの実港湾コンクリート構造物(①消波設

備および②出荷護岸)からコア抜きを行った． 

①消波設備 

 護岸に衝突する波力を低減する設備であり、コンクリート製の板を水中に斜めに設置し

た構造になっている。高炉セメント B種を用いており、供用期間は 20 年、W/C は 0.49 であ

る。この構造物から、満潮時海水面（以下 H.W.L）からの高さを-0.24m、-1.72m、-3.14m

と変化させコアを採取した。この地域の干満差は 2m であるから、H.W.L.-0.24m、-1.72m は

干満帯、-3.14m は海中ということになる。また、各高さにおいて、長手方向にも位置を変

え、合計 8か所で調査を行った。 

 ②出荷護岸 

 この施設は屋根のついたドックである。一部、早強ポルトランドセメントを使用してい

るが、大半の場所では高炉セメント B種を使用している。供用期間は 15 年、水セメント比

は 0.48 である。この構造物において、海側の 4 か所（H.W.L+0.9m：1 か所,+1.5m：2 か

所,+2.2m：1 か所）からコアを採取した。内側では 4か所（H.W.L+0m：早強ポルトランドセ

メントを使用。2か所、+1m：2 か所）からコアを採取した。 

  

得られたコア供試体は深さ方向にスライスし、JISA1154「硬化コンクリート中に含まれ

る塩化物イオンの試験方法」に準拠して全塩化物イオンの浸透性状を調査した。また、得

られた塩化物イオン量を縦軸に、表面からの深さを横軸にして散布図を作成し、フィック

の第二法則を用いた曲線近似により表面塩化物イオン量、拡散係数を算出した。 

 また得られた表面塩化物イオン量、拡散係数を用いて、日本コンクリート工学協会の発

行した長期性能シュミレーションプログラム LECCA2 により、劣化予測を行った。(かぶり

は海洋環境下にある柱部材の基本かぶりである 70mm、鉄筋の直径は 20mm とし、腐食ひび割

れ発生量は 10mg/cm2とした。また、初期条件として、ひび割れなし、内在塩化物イオン量 0

と設定した。) 

 



以上から，得られた結論は以下のとおりである。 

①調査対象になった高炉セメントコンクリート製の実海洋港湾構造物において、海面から

の高さが高くなるにつれて、表面塩化物イオン量は減少した。 

②調査対象になった高炉セメントコンクリート製の実海洋港湾構造物において、表面塩化

物イオン量が大きくなるにつれて、拡散係数は減少した。 

③高炉セメントコンクリートの表面塩化物イオン量は普通ポルトランドセメントコンクリ

ートのものと比較し、満潮時海水面付近では大きい値に、海面からの高さが高い場所では

低い値になった。 

④高炉セメントコンクリートの拡散係数は、海水面からの高さによらず普通ポルトランド

セメントコンクリートの拡散係数よりも小さく、その値の約 3分の 1であった。 

⑤得られた表面塩化物イオン量, 拡散係数により、海洋環境下の柱部材の基本かぶりであ

るかぶり 70mm で、直径 20mm の鉄筋について劣化予測を行った。普通ポルトランドセメン

トコンクリート製構造物内の鉄筋は 5 年以内に腐食し始めるが、高炉セメントコンクリー

ト内では、25 年後にも健全な状態が保たれるという予測になった。また、普通ポルトラン

ドセメントコンクリート製構造物では 20 年以内に腐食ひび割れが生じるが、高炉セメント

コンクリートでは 40 年以上の間、腐食ひび割れは発生しないという予測になった。 

 

 


